
平成２０年度における随意契約見直し計画のフォローアップ 

平成２１年７月 
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 

1. 随意契約見直し計画と平成２０年度に締結した契約の状況 

（単位：件、百万円） 
平成 18 年度 平成 20 年度 比較増△減 見直し計画 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等
（16.0％） 

424 
（24.3％）

4,423
（37.8％）

903
（35.8％）

7,016
（113.0％）

479
（58.6％）

2,593
（70.3％）

1,864
（52.5％） 

9,573 

企画競争・公募
（11.5％） 

304 
（38.3％）

6,991
（22.8％）

546
（40.7％）

7,975
（79.6％）

242
（3.1％）

218
（13.2％）

349
（39.5％） 

7,209 
競争性のある契

約（小計） 
（27.5％） 

728 
（62.6％）

11,413
（60.6％）

1,449
（76.6％）

14,991
（99.0％）

721
（31.4％）

3,578
（83.5％）

2,213
（92.0％） 

16,782 
競争性のない

随意契約 
（72.5％） 

1,922 
（37.4％）

6,822
（39.4％）

943
（23.4％）

4,591
（△50.9％）

△979
(△32.7％)

△2,231
（16.5％）

437
（8.0％） 

1,453 

合 計 （100％） 
2,650 

（100％）

18,235
（100％）

2,392
（100％）

19,582
（△9.7％）

△258
（7.4％）

1,347
（100％）

2,650
（100％） 

18,235 
（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注2） 比較増△減の（ ）書きは、平成２０年度の対１８年度伸率である。 
（注3） 見直し計画策定時と、２０年度契約フォローアップ時とでは調査の定義が異なっている。具体的には、不落・不調

の随意契約は、１８年度は「競争性のない随意契約」に、２０年度は「競争入札等」に整理している。 
（注4） １８年度限りで事務・事業を取り止めた随意契約 ５５１件、２，２２５百万円については、見直し計画においては

「競争入札等」に計上している。 
（注5） ２０年度「競争性のない随意契約」には､国等の企画競争や競争的資金の公募に際し､共同研究グループの中核機関

として応募し､外部専門家等の審査の上に採択された後､当該研究グループに所属する機関に対して再委託した７７

７件､２，８５４百万円が含まれている。 
 



【18 実績】 
一般競争入札・指名競争入札等 

4,423 百万円 
（424 件） 

 
 
 
 

企画競争・公募 
6,991 百万円 
（304 件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 6,822 百万円（37.4％） 
件数 1,922 件    （72.5％） 

 

【20 実績】 
 

一般競争入札・指名競争入札等

7,016 百万円 
（903 件） 

 
 
 
 
 

企画競争・公募 
7,975 百万円 
（546 件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 4,591 百万円（23.4％）

件数 943 件   （39.4％）

 

 
図表 随意契約見直し計画と平成 20 年度に締結した契約の状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【見直し計画】※見直し結果を

18 年度実績に当てはめたもの  

 

一般競争入札・指名競争入札等

  9,573 百万円 
（1,864 件） 

 
 
 
 
 
 

企画競争・公募 
7,209 百万円 
（349 件） 

 
 

競争性のない随意契約 
金額  1,453百万円（ 8.0％）

件数   437 件  （16.5％）

契約全体に占める

「競争性のある契

約方式」の割合の

対 18 年度実績比

増▲減 
 
金額  

＋14.0 ポイント

（3,578百万円増） 
件数  

＋33.1 ポイント 
（721 件増）

 

競争性のある契約方式合計 

金額 11,413 百万円（62.6％） 

件数   728 件    （27.5％） 競争性のある契約方式合計 

金額 14,991 百万円（76.6％）

件数  1,449 件  （60.6％） 競争性のある契約方式合計 

金額 16,782 百万円（92.0％）

件数  2,213 件  （83.5％）



2. 平成 20 年度において、随意契約から一般競争入札等、企画競争、公募に移行した主な契約 

① 一般競争入札へ移行 

(ア) 農林研究７・８号団地研究実験施設等電気・機械設備運転保守 

管理業務契約（５研究所）                  ５１１百万円 

(イ) 外国雑誌契約                     ３５百万円 

(ウ) 電子ジャーナル利用料                        ２９百万円 

(エ) ＤＮＡ多型解析装置他３点保守業務                   ５百万円 

(オ) 情報ネットワーク機器保守管理業務                    ３百万円 

② 企画競争へ移行 

(ア) 交付金プロジェクト「北海道における良食味米直播栽培を導入した 

米・野菜複合による高収益水田営農システムの確立」研究委託契約    １２百万円 

(イ) 交付金プロジェクト「飼料用サトウキビ生産・調整技術を核とした 

南西諸島における高度連携システムの構築」研究委託契約              ６百万円 

(ウ) 交付金プロジェクト「東北地域における農薬５０％削減リンゴ栽培 

技術体系の確立」研究委託契約                              ６百万円 

(エ） 交付金プロジェクト「転写調節に関連するＤＮＡマーカー及び機能 

性成分分解酵素阻害剤の利用による機能性成分高含有園芸作物の開 

発」研究委託契約                          ６百万円 

③ 公募へ移行 

(ア) 核磁気共鳴装置（ＮＭＲ）運転保守管理業務         ３７百万円 

(イ) フーリエ変換質量分析装置運転保守管理業務             １４百万円 

(ウ) 配合飼料（豚・鶏）購入                       ７百万円 

(エ) 標準物質製造に掛かる委託業務                    ７百万円 



 
（参考） 
1．契約形態別応札者数（平成 20 年度） 

    契約形態 一般競争入札 指名競争入札 企画競争 公募 

応札者数   件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 

２者以上 483 56％ 0 0％  416 82％ 0 0％

１者以下 373 44％ 0 0％ 92 18％ 38 100％

合  計  856 100％ 0 0％ 508 100％ 38 100％

(注）不落・不調の随意契約については本表に含まれないため、１の表の「競争入札等」及び「企画競争・公募」の 
件数と一致しない。 
 

2．一者応札、一者応募に係る改善方策（http://www.naro.affrc.go.jp/public_information/supply/proper_supply/1bid/） 


